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チュラロンコン大学工学部。

　昨年、創立 100 周年を迎えたタ

イの名門は、産業界との連携を長期的な

成長戦略の 1 つの柱として見据えている。

　金属工学科のブンラット博士。昨年、

タイ王室より若手技術者アワード 2013

を受賞した新進気鋭の研究者だ。非鉄合

金 の 開 発 及 び 成 形 プ ロ セ ス 改 良 を 主 な

テーマにしている。アメリカ留学後から

地道に継続してきた産業界との連携は自

動車、エネルギー、素材業界に拡大し、

現在では日本企業を含めタイ国内外の大

手企業がパートナーに名を連ねる。「シ

リコンモールドを用いて合金の成形工程

を短縮する技術に高い評価を頂いていま

す。産業界との連携は、問題解決型の短

期的協力と長期的視点の共同研究の両者

を実施中です。他の研究者や学生の参画

も促進し、研究チーム全体の底上げも意

識しています」と語る彼の教え子は、世

界中の企業や研究機関へ羽ばたき始めて

いる。

　化学工学科のサラワット博士。形状記

憶ポリマーの研究者だ。この分野の名門、

ケース・ウェスタン・リザーブ大学で日

本人教授に師事した経験も有する。2014

年 3 月からチュラロンコン大学工学部は

「イノベーションを創造する研究」と題

して研究成果の広報を始めた。学内でそ

の第一号に選ばれたのが彼の研究だ。「研

究テーマは汎用性が高く、製造、電気・

電子、医療分野への適用が考えられます。

一定の条件下でポリマーの 100% 形状回

復を達成しており、この分野での連携を

模索しています。これまでは地元企業と

の連携しか経験していませんが、日本企

業の皆様と共同で研究できたら嬉しいで

すね」と笑顔で語った。

　民間企業との連携だけではない。2011

年のタイの洪水災害の経験踏まえ、日本

の研究機関と共同して人口衛星を用いた

災害シミュレーションを行っているアヌ

ラック博士（水資源工学科）や、交通省

と連携した交通・安全マネジメント研究

による貢献から昨年首相アワードを受賞

したインフラ・マネジメント研究ユニッ

トに所属するカセム博士（土木工学科）

のように、公的機関との連携で著しい成

果 を 上 げ て い る 若 手 研 究 者 も 少 な く な

い。「研究分野によっては、政府など公的

機関との連携が不可欠です。政策・立案

過程へ貢献するこのような連携も非常に

重要だと考えています」とチュラロンコ

ン大学工学部の同期の桜は口を揃える。

　このような積極的な取り組みを見せて

いるのは、チュラロンコン大学だけでは

ない。次回は「研究結果の商業化」を切

り口に他大学の事例を紹介する。（つづく）

アセアン・大学研究室便り
大 学 で 生 ま れ る 知 の 種

■「The DIRECTORY for Engineering」
共同研究パートナーとなる、メンバー大学の研究テーマや、
施設等をご覧いただけるメンバー大学研究室ダイレクトリを
無料で差し上げております。タイ・マレーシア・フィリピン・
インドネシア各国版に加え、DVDの電子版もございます。

アセアンの大学研究を、社会へ還元させるために
我々は共同研究パートナー企業様を募集しております。
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JICA アセアン工学系高等教育ネットワークプロジェクト（SEED-Net プロジェクト）
は、今回紹介したチュラロンコン大学を含め、ASEAN10 カ国 26 校のメンバー大
学が日本の 14 支援大学も含めたネットワークを通じて教育・研究能力の向上を目
指す日本政府のプロジェクトです。活動の一つとして「産学連携」を掲げ、域内
で事業を展開する産業界とメンバー大学の共同研究の促進を支援しています。

今回紹介した四名の研究者の詳細は以下からもご覧頂けます。　
（ブンラット博士）https://plus.google.com/+Boonrat/photos　
（サラワット博士）http://www.qa.chem.eng.chula.ac.th/index.php/people/faculty/19-sarawut-rimdusit
（アヌラック博士）http://project-wre.eng.chula.ac.th/watercu_eng/　
（カセム博士）http://www.infra.chula.ac.th/

ASEAN のトップ工学系大学は、東南アジアへの事業展開を加速させる日本産業界のニーズ
に応える技術力と可能性を有するのか。4回シリーズで様々な取り組みを紹介する。

JICA アセアン工学系高等教育
ネットワークプロジェクト

研究を研究室で終わらせてはいけない。

無料配布中

2014年
4月号

ブンラット博士

アヌラック博士（左）と カセム博士

研究チームのメンバーと打ち合わせる
サラワット博士（左）

研究に励む、チュラロンコン大学金属工学科若手研究生


